
・取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。

・ご使用前に  　（」意注ごの上全安「 9～24 ページ）を必ずお読みください。

　にもとと書明説扱取、めか確を入記のどな」名店売販・日げ上い買お「は書証保・
大切に保管してください。

取扱説明書

G4シリーズ

管理医療機器　耳あな型補聴器

保証書別添付

品 番

WH-G47
WH-G45

WH-G43

補聴器本体
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このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

この製品は、お客様の聞こえを補助するための補聴器です。
他の目的に使用しないでください。

補聴器の装用効果は、適切なカウンセリングに基づく機種の選択と、お客様ひとりひとり
の聞こえの状況に合わせた調整により、その効果が発揮されます。
本補聴器のご使用に際しては、必ずお買い求めの販売店で聞こえの相談と調整を受けて
ください。調整が不適切な場合、耳を痛める原因となります。

また、お客様の聞こえは、補聴器を使用していても聴力が低下する場合があります。
ご使用の前に、医師や販売店の専門家にご相談ください。

はじめに
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付属品
本補聴器（右耳用、左耳用各1個）の他に下記の付属品が同梱されています。
万一、不足のものがありましたら、お手数ですがお買い上げの販売店にご連絡ください。
※印のある付属品は（　）内が片耳の場合の数量です。

リモコン‥‥‥‥１ 充電ケース･･････････‥１ キャリングケース
･･････････････１

USB-DCケーブル･･１

ACアダプター････１ 単4形アルカリ乾電池
（リモコン用）････１

※ネックストラップ
‥‥‥‥･1（0）

ソフトケース
‥‥‥‥･1

(WH-PM19) (WH-PK1103J)
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･････

※イヤチップ（クローズ型）･･各2(各1)

耳あかガード交換ツール‥‥‥‥１

※イヤチップ（オープン型）･･各2(各1)

L LLM

L LLM

※耳あかガード‥･･･････････6（3）
　2個（１個）は本補聴器に取り付け済み

Lサイズは本補聴器に取り付け済み

クリーニングクロス････1 ブラシ････････１

添付文書･･････１

※キャップ･･2（1）
本補聴器に取り付
け済み

※保証書･･････････4（3）
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付属品 つづき

WH-G47/Ｇ45のみ
かんたんガイド‥‥‥1 ※電池交換チケット･･･2（1）

片耳単品モデルには、以下のものは同梱していません。
・リモコン
・充電ケース
・USB-DCケーブル
・ACアダプタ－
・ネックストラップ
・ソフトケース
・単４形アルカリ乾電池
・リモコン保証書
・充電ケース保証書
・クリーニングクロス
・ブラシ
・かんたんガイド

片耳単品モデル：WH-G47RX/G45RX/G43RX/G47LX/G45LX/G43LX



7

テレビアダプター
（別売品）

リモコンリモコン
テレビの音声を聞く
　  Ｐ.53

スマートフォン
（専用アプリ）

本補聴器の音量調節など
　  Ｐ.49

テレビ

本補聴器は別売りのテレビアダプター（WH-0M1303J）と接続し、テレビの音声を
ワイヤレスで聞くことができます。（ 53 ページ）
専用のリモコンや本補聴器と接続したスマートフォン（ 8 ページ）で音量調節などの
操作を行うことができます。

ワイヤレス機能について

18 18

※テレビアダプターをご購入の際は、お買い上げの販売店にご相談ください。
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スマートフォンの使用について
本補聴器はスマートフォンと接続・通信し、音量調節などの操作を行うことができます。

本補聴器を操作するスマートフォン用アプリケーションを使用する場合は、下記のサイト
からダウンロードし、インストールしてください。
操作方法は、下記のサイトの使い方ガイドをお読みください。
アプリケーションの最新情報は下記のサイトでご確認ください。

https://panasonic.jp/hochouki/download/smart_app.html
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人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

■誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

危険

警告

注意

「死亡や重傷を負うおそれが大きい内容」です。

「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれが
ある内容」です。

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。（次は図記号の例です）

してはいけない
内容です。

実行しなければ
ならない内容です。

安全上のご注意　必ずお守りください
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危険
充電池・充電ケース

充電池は分解、改造したり、火の中へ投入、加熱、高温での充電、
使用、放置をしない
本補聴器は充電池を使用しています。
電池の液もれや、発熱、破裂の原因となります。

自分で充電池の交換をしない
充電池の交換は弊社の専門家しかできません。
専門家以外の人が、間違った交換を行うと、充電池の液もれや、発熱、破裂、
機器の故障の原因となります。
充電池の交換については必ず販売店にご相談ください。　

充電は、専用のUSB-DCケーブル・ACアダプター・充電ケース
を使う
電池の液もれや、発熱、発火、破裂の原因となります。

つづき安全上のご注意　必ずお守りください
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ご本人以外の人に使用させない
他の人が使用すると、耳を痛める原因となります。
特にお子さまが触れないようにご注意ください。

コンセントや配線器具の定格を超える使いかたや、 交流（AC）100 V
以外での使用はしない
たこ足配線などで、定格を超えると、発熱による火災の原因となります。

本補聴器・リモコン・充電ケース・ACアダプター・USB-DCケーブル

危険

警告

充電ケースの端子を金属でショートさせたり、高温になる場所に
放置しない
火災、故障の原因となります。

充電ケースを本補聴器以外の電池の充電には使用しない
電池の液もれや、発熱、発火、破裂の原因となります。
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警告

乗り物を運転中に操作しない
事故の原因となります。
・歩行中でも周囲の状況に十分ご注意ください。特に、踏切や横断歩道など
ではご注意ください。

心臓ペースメーカーの装着部に近づけない
本補聴器・リモコンからの電波が心臓ペースメーカーの作動に影響を及ぼ
す場合があります。
・心臓ペースメーカー近傍（15 cm以内）では、使用しないでください。

充電ケースのACアダプターやUSB-DCケーブルを破損するよう
なことはしない
傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、無理に曲げたり、
ねじったり、引っ張ったり、重い物を載せたり、束ねたりしない。
・傷んだまま使用すると、感電、ショート、火災の原因となります。
・ACアダプターやUSB-DCケーブルの修理は、販売店にご相談ください。

つづき安全上のご注意　必ずお守りください

本補聴器・リモコン・充電ケース・ACアダプター・USB-DCケーブル
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医療機器の近く（手術室、集中治療室など）では使用しない
本補聴器・リモコンからの電波が医療機器に影響を及ぼす場合があり、
誤動作による事故の原因となります。

改造しない、分解しない
機器が故障したり、金属物が入ると、やけどや火災の原因となります。
手や指や耳を痛める原因となります。
・内部の点検や修理、充電池の交換は、販売店にご相談ください。
・異常（故障）が発生したり、調整が必要な場合は、販売店にご相談ください。

警告

ぬれた手で充電ケースのACアダプターやUSB-DCケーブルの
抜き差しはしない
感電の原因となります。

分解禁止
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警告
中耳炎などの既往歴がある場合、本補聴器を使用する前に耳鼻咽
喉科医師の診察を受ける
・鼓膜が弱くなっている場合があります。
・本補聴器が耳から急に外れると耳を痛める原因となります。

充電ケースのACアダプターやUSB-DCケーブルは確実に根元ま
で差し込む
・差し込みが不完全ですと、感電や発熱による火災の原因となります。
・傷んだ充電ケースのACアダプターやUSB-DCケーブル、ゆるんだコンセン

トは使用しないでください。

つづき安全上のご注意　必ずお守りください

本補聴器・リモコン・充電ケース・ACアダプター・USB-DCケーブル
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充電ケースのACアダプターやUSB-DCケーブルのほこりなど
は定期的にとる
・充電ケースのACアダプターやUSB-DCケーブルにほこりなどがたまると、
湿気などで絶縁不良となり火災の原因となります。充電ケースのACアダ
プターやUSB-DCケーブルを抜き、乾いた布でふいてください。

・長期間使用しないときは、充電ケースのACアダプターやUSB-DCケーブル
を抜いてください。

警告

異常があったときは、充電ケースのACアダプターやUSB-DC
ケーブルを抜く
・内部に金属や水などの液体、異物が入ったとき　　　
・落下などで外装ケースが破損したとき
・煙や異臭、異音が出たとき
そのまま使うと、火災、感電の原因となります。
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注意
外出時にはキャリングケースを携帯し、電源が切れるようにする
本補聴器は電源が入っている状態では、リモコンとの通信用に電波を出し続
けています。特に医療機関や航空機内ではご使用になれない場合があります。
その場合には、キャリングケースに収納して本補聴器の電源を切ってくださ
い。

航空機内での本補聴器・リモコンの使用可否は搭乗の航空会社に
確認する
航空機内での電子機器の利用制限は、航空機の機体ごとに定められています。

使用前に、イヤチップが外れかけていないか確認する
イヤチップが完全にはめ込まれていないと、脱落し、耳に残ります。
イヤチップの交換は販売店にご相談ください。

警告

つづき安全上のご注意　必ずお守りください

本補聴器・リモコン・充電ケース・ACアダプター・USB-DCケーブル
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注意
音量を上げすぎない
大きすぎる音量は、聞こえを悪くする原因となります。

異常に温度が高くなるところに置かない
外装ケースや内部部品が劣化したり、火災の原因となります。
・特に真夏の車内（ダッシュボードなど）、トランクの中は、想像以上に高温
（約60 ℃以上）になりますので、本補聴器・リモコンを絶対に放置しない
でください。

強い電波、磁力を出す機器のそばでは使用しない
（MRI検査室には持ち込まない）
大きな雑音が出て、耳を痛める原因となります。雑音が出るときは、使用

。いさだくてれ離らか所場のそ、かるめやを

雷が鳴ったらACアダプターには触れない
感電の原因となります。

接触禁止
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注意
本補聴器はお使いになる方の聞こえ具合に合うように調整する
調整は販売店に依頼してください。

使用前に音量を確認する
大きな音のまま耳につけると、耳を痛める原因となります。
適切な音量に調節してください。

傷やひび割れなどを確認する
傷やひび割れなどがある状態で使用した場合、手や指を痛める原因となります。

・お手入れの際、シンナー、アルコール、ベンジンなど有機性の溶剤は使わな

いでください。外装ケースの変形やひび割れの原因となります。

つづき安全上のご注意　必ずお守りください

本補聴器・リモコン・充電ケース・ACアダプター・USB-DCケーブル
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注意
体に異常があるときは使用をやめる
頭痛、めまい、耳の痛みや皮膚の炎症（はれ、湿疹など）など、体に異常がある
ときにそのまま使用すると、症状が悪くなるおそれがあります。使用を中
止し、医療機関にご相談ください。

専用のUSB-DCケーブル・ACアダプターを使用する
専用以外のUSB-DCケーブル・ACアダプターを使用すると、火災や感電の
原因となります。製品に同梱されたUSB-DCケーブル・ACアダプターは、
他の製品に使用しないでください。

本補聴器を取り外したときは、必ず以下のことに注意する
・イヤチップが耳に残っていないか、本補聴器にイヤチップがついているか
確認してください。

・イヤチップが破れたときは使用しないでください。
・イヤチップが耳に残って取り出せない場合は、耳鼻咽喉科にご相談くだ

さい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　本補聴器・付属品

警告
誤って飲み込む危険性のある人の手の届くところに置かない
本補聴器・付属品などを飲み込まないようにご注意ください。
特にお子さまが飲み込まないようにご注意ください。
・万一飲み込んだ場合は、ただちに医療機関にご相談ください。

つづき安全上のご注意　必ずお守りください
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注意
リモコンの電池は誤った使いかたをしない
・加圧、加熱、分解したり、水などの液体や火の中に入れたりしない
・ネックレスなどの金属物と一緒にしない
・＋ と － を針金などで接続しない
取り扱いを誤ると、液もれ、発熱、発火、破裂などを起こし、火災やけが、
周囲を汚損する原因となります。
・万一、液もれが起こったら、販売店にご相談ください。
・液が身体や衣服についたときは、水でよく洗い流してください。

にぐす、にずらすこを目。すまりあがれそおの明失、はきとたっ入に目が液
きれいな水で洗ったあと、医師にご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　リモコン
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つづき安全上のご注意　必ずお守りください

　　　　　　　　　　　 充電ケース・キャリングケース

■ 充電ケース ■ キャリングケース

前 側

底 面
底 面

  

磁石（２か所）

前 側

底 面
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注意
磁石の付近に磁気記録媒体（フロッピーディスク、各種カード類、
磁気テープ、プリペイドカード、切符など）を近づけない
記録が破壊されたり、磁化されて使用できなくなるおそれがあります。

（ 22 ページ）
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本補聴器が落下した場合は、そのまま放置しない
誤って踏んだりすると破損し、けがをするおそれがあります。

注意

つづき
 

安全上のご注意　必ずお守りください

キャリングケース
（Panasonic ロゴが上面）

■ キャリングケースの開け方



25

■ お客様が下記８項目のうちいずれかに該
    当する場合は必ずお客様へ耳鼻咽喉科
　　（補聴器相談医）の受診をおすすめくださ
　い。

１．耳の手術を受けたことがある。
２．最近3か月以内に耳漏があった。
３．最近2か月以内に聴力が低下した。
４．最近1か月以内に急に耳鳴りが大きく
      なった。
５．外耳道に痛みまたは、かゆみがある。
６．耳あかが多くたまっている。
７．聴力測定の結果、平均聴力の左右差が
       25 dB以上ある。
８．聴力測定の結果、500，1 000，
       2 000 Hzの聴力に20 dB以上の気骨
       導差がある。
.

■

■ 調整が不適切な場合、耳を痛める原因とな
ります。調整について分からないことがあ
りましたら下記にお問い合わせください。

パナソニック補聴器サポートセンター

0120-870663

電 話
フ リ ー 
ダイヤル

※携帯電話・PHSからもご利用になれます。
※左記の内容は予告なく変更する場合があります。

ご了承ください。
※ご使用の回線（IP電話や光電話など）によっては、
　回線の混雑時に数分で切れる場合があります。

受付9時～ 17時30分
（日、祝、年末年始、お盆を除く）

販売店の方へ
本補聴器とリモコンには、個々の機器そ
れぞれ固有の認識番号が書き込まれてお
り、互いの番号を設定してあることによ
ってお客様保有以外の本補聴器・リモコ
ンとは接続されない仕組みになっていま
す。そのため、故障修理などで新しい本
補聴器・リモコンに交換される場合は、
その固有番号を設定する必要があります
ので、弊社までご相談ください。
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● 耳漏（耳だれ）の出る方は、治療してから
お使いください
中耳炎などで耳漏（耳だれ）の出ている方
は、治療が終わるまで使用しないでくだ
さい。耳漏（耳だれ）によってイヤチップ
がつまり、音が悪くなったり、よく聞こえ
なくなったり、また故障の原因となるこ
とがあります。

●耳あなを清潔に保ってください
耳あかがたまっていると、装着時にイヤ
チップなどがつまり、音が聞こえなくな
ります。

●取り扱いはていねいにしてください
落としたり強い衝撃を与えないでください。
傷やひび割れが発生することがあります。

●  ポケットに入れたまま洗濯しないで　
ください

● 海外で使用しないでください
本補聴器およびリモコンは、日本国内のみ
での使用を意図して設計されたものです。

● 装着時、外耳道などに痛みが生じるとき
は、 使用をやめ販売店にご相談ください

● 就寝時、仮眠時は本補聴器を外してく
ださい

● 日焼け止めクリーム、整髪料、ヘアスプ
レー、化粧水などの化学薬品を本補聴
器に付着させないでください

●高温、水気、湿気を避けてください
・シャワー、お風呂、サウナ、水泳、本補聴
器に直接当たるような大雨などのとき
には本補聴器を外してください。

・ぬれた手で触らないでください。
・洗髪やヘアスプレー使用時は、本補聴器
を外してください。

・洗髪したときは、よく髪を乾かしてから
使用してください。

・台所、風呂場、ストーブの上や真夏の閉
め切った車内などには放置しないでく
ださい。

取り扱い上のお願い　必ずお守りください
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● 砂浜、砂場などの砂の上に直接置かない
でください

● 結露したときは、結露がとれるまで
常温でよく乾かしてください

●機器認定について

● 防水・防塵についての注意事項
本補聴器は、防水、防塵に配慮した設計
をしていますが、完全防水ではありませ
ん。そのため、本補聴器の内部に水が入
る場合があります。内部に水が入ると故
障のおそれがあるため、下記に注意して
使用ください。

・本補聴器を水や液体に浸したり、洗った
　りしないでください。また、故意に水な
　どにぬらすことはおやめください。
・強い水流を当てたり、水中に沈めたり　
しないでください。

・防水性能は、紫外線、摩擦、薬剤などで経
年劣化します。

・汗や水でぬれたときは、乾いた布ですぐ
に拭いてください。

・電子レンジやドライヤーを乾燥目的に
使用しないでください。

・リモコン・充電ケースについても、水に
ぬれるような場所で使用しないでくだ
さい。

本補聴器・リモコンは、電波法に基づく技
術基準適合証明を受けているため、無線
局の免許は不要です。ただし、本補聴器・
リモコンを分解、改造したり、技適マーク
および技術基準適合証明番号を表示して
いる取扱説明書および外箱を保持してい
ないと法律で罰せられることがあります。
（☞ 61 ページ)
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1

補聴器をつけてすぐには言葉の内容が聞き取りにくいものです。毎日、疲れない程度に、　
使い続けてください。下図のように4つの段階で、急がず徐々に使用時間を増やして、
ゆっくりと慣れてください。

静かな場所で
自分の声を
聞いてみる

2 静かな場所で 
ご家族やお友達
と対談してみる

3 テレビ（ニュース）を
周りの人達と同じ
音量で聞いてみる

4 静かな場所で 
4～5人の人と
話をしてみる

・慣れるまでは疲れの原因にもなりますので、初めから音量を上げすぎないようにして
ください。

使用上のお願い

ご家族の
皆様へ

本人が補聴器を使いこなせるようになるまで温かく応援してください。 
ご家族や周囲の方々の協力や心づかいが何よりの励みになります。

初めてお使いになる方へ
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充電端子
充電ケースの端子と接触
して充電を行います。
接触不良を防ぐため、
汚さないようにしてください。

36 ページ）

充電池
（内蔵）
コイン型リチウム二次電池
が内蔵されています。

電源スイッチ
（内蔵：磁気感知スイッチ）
自動で電源の入/切を
切り換えます。

（ 31 ページ）

イヤチップ
耳あなサイズに
合わせて選べます。

（ 30 ページ）

グリップ（把手）
ここを持って、
耳に装着します。

マイクロホン
音の入力部です。

左右の区別：充電端子の周りの色

キャップ

（ 43 ページ）

青色
（左耳用）

赤色
（右耳用）

音の入射方向

(

グリップ先端のキャップを外し
て、ネックストラップを取り付
けることができます。

（ 41 ページ）

ネックストラップ

本補聴器
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出荷時に取り付け済みのイヤチップが合わない場合は、他の種類に付け換えることができ
ます。（販売店にご相談ください）

・本補聴器には、オープン型、クローズ型それ
ぞれ3種類の大きさの計6種類のイヤチッ
プを付属しています。

・サイズが合わないときや、聞こえの状態に
よって交換することができますので、販売店
にご相談ください。

イヤチップ

本補聴器

本補聴器のツバ

イヤチップの溝

イヤチップの溝に本補聴器のツバが完全
に入った状態にしてください。 使用前に、イヤチップがはず

れかけていないか確認する
イヤチップが完全にはめ込まれて
いないと、脱落し耳に残ります。
万一、イヤチップが耳あなに残った
場合は、耳鼻咽喉科にご相談くだ
さい。

警告
毎回ご使用前に必ずご確認ください
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電源の入/切は、必ずキャリングケース（または充電ケース）で行う
キャリングケース（または充電ケース）以外の磁石に近づけて電源を切り換えるのは
やめて下さい。強すぎる磁石に近づけると、故障する場合があります。

本補聴器の電源入/切（自動切り換え）について

使用上のお願い

本補聴器は、磁気感知スイッチを内蔵しており、自動で電源の入/切を切り換えます。
お客様自身がボタンやツマミを操作して電源の入/切を操作する必要はありません。

■ 電源入/切のしくみ

使用中に、磁力を持ったものを近接させると、
電源が『切』になってしまう場合があります。
その場合には、磁力を持ったものを遠ざけ
てください。

磁気感知
スイッチ

キャリングケース
（または充電ケース）

磁石

電源『入』

電源『切』
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キャリングケース（または充電ケース）
にセットする
・自動的に電源が『切』になります。

（ 36 ページ）

・取り出した状態では、使用していなくても電源は常に『入』状態で、電池残量が減少します。
使わないときは、キャリングケース（または充電ケース）にセットして電源を『切』にしてく
ださい。

・電源『入』になってから周りの音が聞こえるまでに数秒間お知らせ音が流れます。
・周りの音が聞こえはじめる時間を設定することができます。（販売店にご相談ください）

キャリングケース（または充電ケース）
から取り出す
・自動的に電源が『入』になります。

（ 38 ページ）

電源『切』

・本補聴器にショックを与えると電源が『入』にならない場合があります。
その場合には、充電してください。（ 35 ページ）

本補聴器の電源入/切（自動切り換え）について
電源を入れる 電源を切る
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各部のなまえとはたらき：リモコン

LEDランプ
現在の音量を表示します。

　（緑色：補聴モード
　 橙色：テレビモード/音楽モード）
 （ 　49 ページ）

メモリボタン

ストラップ取り付け用穴

電池フタ

初期音量（本補聴器の電源を入れたときの音量）
　を設定します。  　（　  57 ページ）

メモリ（音質の設定）を切り換えます。
 （　 51 ページ）

テレビボタン
テレビモードに切り換えます。

 （ 　52 ページ）

ホールドボタン

音量ダイヤル
音量を調節します。

（ 49 ページ）

補聴モードに切り換えます。（ 　52 ページ）

テレビモード/音楽モードを
　切り換えます。（WH-G47/

G45のみ）
テレビアダプターと本補聴器の

　無線チャンネルを設定します。
 （ 　54 ページ）

本補聴器の状態を維持(ホールド)
します。（短く押す）
・ホールド状態では、本補聴器の誤
   動作を防止するために、メモリボ
   タン・テレビボタンの切り換え、
　音量調節の機能を停止します。
（ 　47ページ）

本補聴器のマイク音をミュート
（消音）します。
（長く押す）　

50ページ）（ 　
 （ 　52 ページ）
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■ 電池の入れ方
・単4形アルカリ乾電池を使用します。（パナソニック製アルカリ乾電池をおすすめします）
・電池寿命：約90 日です。（使用のしかた、環境によってこれより短くなる場合があります）

1  電池フタを外す 2  電池を入れる

3  電池フタを取り付ける

電池交換する場合

電池の端に指をかけて上側へ引っ張り
出してください。

押し出す

電池フタ

突起に親指をかける

①

②

カチッというまで押し込む

目印と位置合わせ
してはめ込む

電池フタ

目印

+

ー

      の向きに注意+ ー

リモコンに電池を入れる
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・長期間使用しないときは、節電のためACアダプターをコンセントから抜いておくことを　　
おすすめします。

・USB-DCケーブルの接続は根元まで確実に行ってください。

充電ケース

USB-DC ケーブルDC プラグ

AC アダプター

USB コネクター

AC 100 V

2 USBコネクターをAC
アダプターに差し込む

1    DCプラグを充電　
ケースに差し込む

3 ACアダプターを
 コンセントに差し込む
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4 本補聴器を充電ケースにセットする
・左右に注意して取り付けてください。
・完全にロックされるまで押し込んでください。
・フタを閉じる場合は、指を挟まない　　　　　
ように注意してください。

 本補聴器を充電ケースにセットする前には必
ず、付属のクリーニングクロスなどで本補聴
器（特に充電端子周り）をよく拭いてください。
本補聴器（特に充電端子周り）に水分や汚れが
付着していると、充電できなかったり、故障の
原因になる場合があります。（ 59 ページ）

左耳用：青（青い部分を下側に）

右耳用：赤

カチッ

左右/上下に注意

カチッというまで
押し込む

（赤い部分を下側に）（赤い部分を下側に）

本補聴器を充電ケースにセット
する場合は、必ずキャップあ
るいはネックストラップが取
り付いた状態にする
取り付けずにセットすると、充電
ケースの故障の原因になります。

使用上のお願い
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5  充電ケースのLEDランプを確認する
・充電が開始されると橙色に点灯します。 ・充電が完了すると、緑色に点灯します。

LEDランプが消灯のままや点滅になる場合

1.USB-DCケーブル・ACアダプターが正し
く接続されているか確認してください。

2.本補聴器を充電ケースに再度セット
しなおしてください。

※それでも点灯（橙色）にならない場合
は、40、66、67 ページの内容を確認
ください。

 6 時間以上たってもLEDランプが橙色点灯  
のままで、緑色点灯にならない場合

“故障と思われましたら”のページをご参
 照下さい。（ 67 ページ）
（通常は、3 時間以内に充電完了しますが、
　使用状況に応じて左右の充電時間が変わ
　る場合があります）

  

充電開始
：点灯（橙色）

右耳用左耳用

充電ケース

LED ランプ 充電完了
：点灯（緑色）

充電ケース

LED ランプ

右耳用左耳用
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つづき充電する

3 5

6  本補聴器を使用するときに、充電ケースから取り出す
・LEDランプが消灯します。

充電後すぐに使用しない場合

そのまま充電ケースにセットしておくか、　
キャリングケースにセットしてください。
充電ケースから取り出すと、自動的に本補
聴器の電源が『入』になるため、電池残量
が少しずつ減少します。

指をかけて
取り出す

LED ランプ

本補聴器取り出し：消灯

右耳用左耳用

・ネックストラップをつかんで取り出さないでください。
（ネックストラップが切れたり、外れたりするおそれ
　があります）
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■  本補聴器の電池交換については、必ず販
売店にご相談ください

■ 充電について
電池残量が少なくなり空に近くなると、「充電
してください」というアナウンスが聞こえます。
お早めに充電ケースにセットし、充電してくだ
さい。

1 日1 回、夜お休みになる前に充電ケースに　
セットし、一晩充電させる。

（翌朝には充電が完了し、朝から使用できます）

・本補聴器に小型のコイン型リチウム二次電
池を内蔵しています。

・充電回数が増えるにしたがって、ごくわずか
に劣化していき、最終的には本補聴器の電池
交換が必要となります。

・劣化を少なくし、電池寿命をなるべく延ばす
ためにも、左記の「上手なご使用・充電のし
かた」でご使用になることをおすすめします。

・一日の中で、“ちょっと使い/ちょっと充電”
を繰り返す。

・本補聴器を使用しないまま何か月も長期間
放置（特に温度の高い場所で）する。

　※電源『切』状態でもごくわずかに放電がつ
づくため、電池の劣化が進む場合があり
ます。

・充電可能温度範囲は、７ ℃～35 ℃です。
・充電時間は約3 時間です。
（充電開始時の電池残量によって変わりま

す。電池残量が多ければ、充電時間は短く
なります）

・充電完了後の連続使用時間は、補聴モード：
約24 時間、テレビモード：約8 時間です。

　　※使用条件や電池の消耗具合によって異
　　なる場合があります。

充電に関するご注意

○上手なご使用・充電のしかた

×良くないご使用・充電のしかた
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つづき充電に関するご注意
■ 電気のたまりすぎ（LEDランプ：橙色の点滅）について
・本補聴器を充電ケースにセットし、充電が完了した状態（充電ケースのLEDランプが緑色の
点灯）から本補聴器を取り出し、十分に使用しないまま更に充電を繰り返すと、まれにLED
ランプが橙色の点滅になることがあります。

・原因は、短時間の充電の繰り返しにより電気がたまりすぎた状態となり、充電ケースの安全
回路が働き、エラー表示（充電ケースのLEDランプが橙色の点滅）となります。

・この状態は故障ではありません。　　　
充電ケースから取り出してそのままご使用
いただけます。

・1 時間程度ご使用いただいた後で、充電し
ていただければ通常の充電完了（LEDラン
プが緑色の点灯）になります。

それでも症状が改善されない場合は、故障の
可能性がありますので販売店にご相談ください。

使用上のお願い 充電ケース

LED ランプ

まれに橙色の点滅に
なることがあります

右耳用左耳用
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ネックストラップを取り付ける
左右の本補聴器にネックストラップを取り付けて、首にかけて使用することができます。

（取り付けが難しい場合は、販売店にご相談ください）

1本補聴器のキャップを取り外す 2  ネックストラップを取り付ける
※ 楕円の外形を合わせてください。

・ネックストラップを取り外す場合は、差し込まれている太い部分をつかんで引っ張ってください。
（細い部分をつかんで引っ張ると、切れてしまうおそれがあります）
・ネックストラップを外した場合は、必ずキャップを取り付けてください。

うまく差し込めない場合
回して角度を変えて差し込んでください。

キャップが取りにくい場合

爪を立てたりせずに
布などを被せて指で
挟んで引っ張って
ください。

グリップ引っ張る
キャップ

（把手）

布など

グリップ先端

ネックストラップ

差し込む　
（止まるまで）

ネックストラップ
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つづきネックストラップを取り付ける

3  取り付け状態を確認する
※ 完全に差し込まれていないと外れてしまうおそれがあります。

隙間がないか確認
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1本補聴器の左耳用/右耳用を確認する

・グリップ裏の充電端子付近が
　　 左耳用：青、右耳用：赤です。

本補聴器を手に持つ
・向きに注意し、グリップを指で挟むよう
にしてください。

3本補聴器を耳に装着する

ネックストラップを使用する場合

ネックストラップを首の
後ろ側にかけてから、
本補聴器を装着して
ください。

お客様の聞こえの状態によって、本補聴器の音量や音質を調節する必要があります。
（販売店にご相談ください）

左耳用：青 右耳用：赤

グリップ

イヤチップ

①イヤチップ
　を耳あなの
　入口に挿入 ②内側に入れる

③グリップを
　挟み込んで
　固定する

※イラストは右耳用の例です。

2

本補聴器を耳につける、使用する
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本補聴器を耳から外す
本補聴器のグリップを持って、耳あなに沿ってゆっくり取り外してください。

必ず本補聴器を持って、耳あなに沿ってゆっくり取り外す
ネックストラップを持って取り外すと、耳を痛める原因になります。

本補聴器を取り外した際は、イヤチップが耳に残っていないか（本補聴
器にイヤチップが付いているか）確認する
イヤチップが耳あなに残った場合は、耳鼻咽喉科にご相談ください。

注意

グリップ
ゆっくり外すゆっくり外す

※イラストは右耳用の例です。
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電話の音声を聞く
普通に電話をするように受話器を持って、受話口を本補聴器から少し離した状態でお使
いください。（携帯電話も同様にご使用いただけます）

・受話器を本補聴器に近づけすぎると、ピーピー音が発生したり、まれに本補聴器の電源が切れた　
りノイズが聞こえたりする場合があります。その場合は、受話器を本補聴器から離してください。

・蛍光灯などの雑音源が近くにあるときは、受話器をできるだけ雑音源から離してください。

本補聴器

受話口

送話口

※イラストは右耳用の例です。
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リモコンを使用する

2本補聴器を調節可能にする

・
ホールドボタンを短く押す
本補聴器と無線接続し、メモリボタン/
テレビボタンの切り換え、音量調節が可
能な状態にします。
短く押すごとに「調節可能」と「ホール
ド」が切り換わります。

・ ホールドボタンは長く（５秒以上）押さ
ないでください。

　本補聴器がミュート（消音）になります（LED
ランプ：ゆっくり点滅）。ミュートを解除す
る場合は、ホールドボタンを再度長く（５秒
以上）押してください。（ 50 ページ）

・身体の正面で操作してください。
　（身体の横や、かばんやポケットの中など
　 では通信できない場合があります）
・かばんやポケットに入れるときは、本補聴
　器をホールドにしてください。
　（音量ダイヤルやメモリボタンが動いて、

本補聴器の設定が変わるおそれがあり
ます）

1  本補聴器をキャリングケース
（または充電ケース）から取り出し、

　耳に装着する（ 43 ページ）

※電池節約のため、何も操作しないで1 分経過
すると、本補聴器はホールドになります。

※LEDランプの表示数などは本補聴器の状
態によって変わります。

・

ホールド
ボタン

短く
押す

カチッとなったら、すぐに指を離す

LED
ランプ

点灯
または
点滅

消灯

調節可能 ホールド
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つづきリモコンを使用する

・リモコンと本補聴器の通信距離：約1 ｍ（周りの環境や条件によって変わります）
・リモコンは身体の正面で操作してください。
　（身体の横や、かばんやポケットの中などでは通信できない場合があります）
・サーチ状態が長く続いて、本補聴器と接続されないときは、本補聴器が動作しているこ

とを確認し、リモコンを身体の正面に持ってきて操作してください。
・両耳登録時に片方の本補聴器だけ接続できた場合は、LEDランプがゆっくり点滅します。

3 本補聴器を自動的にサーチする
・無線接続する本補聴器を探索します。

4 本補聴器と自動的に無線接続される
・音量調節や動作モード、メモリ切り換えが

できるようになります。

サーチ状態
：順に高速に点滅

LED ランプ

無線接続完了
：音量表示状態（　 Ｐ49）に
　切り換わる
  緑色：補聴モード
  橙色：テレビ / 音楽モード
  選択されているモードの
  音量を表示します。　

LED ランプ
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音量を調節する

聞きやすい音量に調節する
音量ダイヤルを回して、

1本補聴器を調節可能にする
    （ 47 ページ）

2
・音量が変化します。

音量ダイヤル

LED ランプ

大

小

・身体の正面で操作してください。
　（身体の横や、かばんやポケットの中などでは通信できない場合があります）
・本補聴器の電源を『切』にして、再度『入』にすると初期音量に戻ります。
・初期音量は調節することができます。（ 57 ページ）
・お客様の聞こえの状態によって、さらに細かい調節ができます。（販売店にご相談ください）

最大

最小 （1つ：点滅）

（1つ：点灯）

（1つ：点灯、1つ：点滅）

（2つ：点灯）

（2つ：点灯、1つ：点滅）

（3つ：点灯）

（3つ：点灯、1つ：点滅）

（4つ：点灯）
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ミュート（消音）にする

2ホールドボタンを長く（５秒以上）  
    押す

・ボタンを押すごとに、ミュート入/切が
切り換わります。

本補聴器を使用中、または耳から外した状態でマイク音を切っておきたいとき、ミュート（消
音）にすることができます。

・ミュート状態でも本補聴器の電源は
『入』になっています。

1本補聴器を調節可能にする
　 （ 47 ページ）

しばらく使用しないときは

電池節約のためキャリングケース（または
充電ケース）に入れてください。本補聴器
の電源を『切』にするとミュートは解除さ
れます。

テレビモードのときは

マイク音のみミュートされます。

ミュートを解除したいとき

本補聴器がホールドになってもミュートは
解除されません。
本補聴器を調節可能にして、ホールドボタ
ンを長く（5 秒以上）押してください。

ホールド
ボタン

LED ランプ

長く押す
（５秒以上）

ゆっくり点滅 音量表示に戻る

【ミュート入】 【ミュート切】
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メモリを切り換える

1 本補聴器を調節可能にする 
（ 47 ページ）

2 補聴モードになっていることを
確認する（ 48 ページ）
・LEDランプが緑色に点灯します。

3メモリボタンを短く押す
・押すごとに切り換え音が鳴り、メモリが

切り換わります。

・ メモリボタンは長く（５秒以上）押さな
いでください。

　初期音量設定モードになります。

             

初期音量設定モードを解除する場合は、
ホールドボタンを短く押してください。

　
・リモコンは身体の正面で操作してください。
　（身体の横や、かばんやポケットの中など
　では通信できない場合があります）

※１回押すごとに、上記のように切り換わります。
※本補聴器の電源を『切』にすると、メモリ1に戻ります。

・周囲の環境や場面に応じて、音質の設定（メモリ）を切り換えることができます。
・ご要望に応じて、メモリごとの音質や使用するメモリ数などの調節ができます。
（販売店にご相談ください）

メモリ
ボタン

短く押す

カチッとなったら、
すぐに指を離す

メモリ１ メモリ 2 メモリ 3

ピピッ
「いち」

ピッ
「さん」

ピッ
「に」

　（ 57 ページ）

※これはメモリ数が3に設定されている場合です。
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モードを切り換える

補聴モード
補聴器として通常使用するモード
です。
テレビからのワイヤレス音声は聞こ
えません。

テレビモード
テレビアダプター（別売品）を使用し、テレビなどの
音声をワイヤレスで聞くことのできるモードです。

【音楽モード】（WH-G47/G45のみ）
　　　　　　　 （　 55 ページ ）

音楽に適した音質で聞くことができます。
マイク音声は聞こえなくなります。
テレビボタンを短く押す
・押すごとにテレビモード/音楽モードに切り換わ

ります。

本補聴器を調節可能にして、LEDランプの色を確認する（☞ 47 ページ)
・緑色：補聴モードになっています。
　　　 テレビモードに切り換える⇒　　　 ボタンを短く押す

・橙色：テレビモードになっています。
　　　 補聴モードに切り換える　⇒　　　 ボタンを短く押す　

テレビモード、音楽モードでは消費電力が増え、本
補聴器の充電池の減りが早くなります。ワイヤレス
音声を聞かないときは、補聴モードでお使いくださ
い。

メモリボタン

テレビボタン

LED ランプ
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テレビの音声を聞く（準備）

1 ーオをビレテとータプダアビレテ  
ディオコードで接続する

2 源電のータプダアビレテとビレテ  
を入れる

■ 無線のチャンネルを変更する

テレビ

テレビアダプター

2.4 GHz

テレビアダプター

チャンネルスイッチ

テレビ
アダプター
底面

テレビアダプター（別売品）を接続したテレビの音声を本補聴器で聞くことができます。

本補聴器

・テレビの音声を聞くには、テレビアダプターと本補聴器の無線のチャンネルがあっている必
　要があります。（出荷状態では、どちらもチャンネル1に設定されています。）
・テレビアダプターを複数台お使いになる場合など、チャンネルを変更する必要がある場合は
　テレビアダプター、本補聴器それぞれの設定を変更してください。

　　　テレビアダプター
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つづきテレビの音声を聞く（準備）
■ 無線のチャンネルを変更する

リモコン

3  リモコンのテレ ビ
ボタンを短く押し、
チャンネルを選択する
・押すごとに点滅してい

るLEDランプが移動
し、チャンネルが切り
換わります。

4

  

リモコンのテレビボタンを長く（5 秒以上）
押す
・選択されたチャンネルが確定します。
・リモコンのLEDランプが緑色に点灯または点滅します。

1  本補聴器を調節可能にする
（ 47 ページ）
・リモコンのLEDランプが緑色に
点灯または点滅します。

2  リモコンのテレビボタンを
長く（5 秒以上）押す
・リモコンのLEDランプが橙色
に全点灯した後に、1つだけ点
滅します。

長く押す
（５秒以上）

橙色に点滅

LED
ランプ

テレビボタン

カチッと
なったら
すぐに指
を離す

短く押す

橙色に点滅

【チャンネル1】【チャンネル2】

点滅
点滅点滅

【チャンネル3】

・設定をキャンセルしたい場合は、ホールドボタン
　を短く押してください。
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テレビの音声を聞く（操作）

 マイク音声をミュート（消音）にする場合
マイク音声をミュート（消音）にする場合
リモコンのテレビボタンを短く押
し、テレビモードと音楽モードを
切り換える
・押すごとに切り換わります。

■ テレビの音声を聞く

1  本補聴器を調節可能にして、
テレビボタンを短く押す 

・数秒後に本補聴器からテレビのワイヤレ
ス音声が聞こえます。

・リモコンのLEDランプが橙色に点灯し
ます。

2  音量ダイヤルを回して、
聞きやすい音量に調節する

    （ 49 ページ）
・音量に応じてリモコンのLEDランプの

点灯数が変わります。
・周りの音（マイク音声）とテレビのワイヤ

レス音声の音量が一緒に変わります。
　　（音楽モードの場合はワイヤレス音声のみ）

【音楽モード】
「音楽」という
アナウンスが聞こえます

【テレビモード】
「テレビ」という
アナウンスが聞こえます

ワイヤレス音声のみ音量調節したい場合
テレビアダプター底面のスイッチで調節でき
ます。

マイク音声をミュート（消音）にする場合

音質を切り換える場合
（WH-G47/G45のみ）　　　　　　　　　　

テレビモード中にホールドボタンを
長く（５ 秒以上） 押す（ 50 ページ）
・ボタンを押すごとに、ミュート入/切が切

り換わります。

（☞ 47 ページ）
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つづきテレビの音声を聞く（操作）

3  テレビモードを終了する
・テレビモードで、リモコンのメモリボタン

を短く押すと、補聴モードに戻ります。
・リモコンのLEDランプが緑色になります。
・テレビモードでは消費電力が増え、充電池
の減りが早くなります。

■ テレビの出力音量の調節

テレビアダプターの底面にある4段階の出
力音量切り換えスイッチで調節してくださ
い。

テレビ側のヘッドホン音量で
調節できない場合　　　　　

出力音量切り換え
スイッチ

テレビ
アダプター
底面
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初期音量を設定する
本補聴器の電源を『入』にしたときの音量を変えたい場合、リモコンを使って設定するこ
とができます。（設定の方法が分からない場合やさらに細かい音の調節をしたい場合は販
売店にご相談ください）

1本補聴器を耳に装着し、本補聴器
を調節可能にする  

 （ 47 ページ）

2 メモリボタンを長く（5 秒以上）押す
・「ピポッ」と音がしてLEDランプが1回点

滅します。

3 音量ダイヤルを回し、音量を調節する

4 設定したい音量になったら、再度、
 メモリボタンを長く（5 秒以上）押す

・「ピポッ」と音がしてLEDランプが1回点
滅して、初期音量が設定されます。

・３の途中で設定をキャンセルしたい場合は、ホールドボタンを短く押してください。
・出荷時の音量設定に戻したい場合は、４で 「ピポッ」と音がしてもボタンを押し続けて（10 秒

以上）ください。再度、「ピポッ」と音がして出荷時の設定に戻ります。

点滅

長く押す
（５秒以上）

LED
ランプ

メモリボタン
音量ダイヤル

大

小
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キャリングケース・ソフトケースに入れる
1本補聴器をキャリングケースに

セットする
・左右を間違わないよう、注意してください。

2 をタフのスーケグンリャキ
ゆっくり閉める
・フタを閉じる場合は、指を挟まないように

注意してください。

3キャリングケース・リモコンを
ソフトケースに入れる

ネックストラップを付けている場合
・ネックストラップを挟まないよう注意してください。
・キャリングケースに巻きつけて、ソフトケース

に入れてください。

左耳用：青

右耳用：赤

充電端子：下側 左右に注意

挟まないよう注意巻きつける

リモコン

キャリングケース

ソフトケース

・強く引っ張りながら巻きつけないでください。
ネックストラップが破損する恐れがあります。
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お手入れをする
■ 本補聴器のお手入れのしかた

・付属のクリーニングクロスや柔らかい布で、水分や汚れを拭き取るように掃除してください。
（シンナー、アルコール、ベンジンなどは絶対に使わないでください）

・充電ケースにセットする前には、必ず付属のクリーニングクロスなどで本補聴器（特に
充電端子周り）をよく拭いてください。　

■

 

イヤチップのお手入れのしかた
・イヤチップを取り外して、掃除してください。
・汚れがひどいときは、せっけんやぬるま湯で洗ってください。特に汚れがひどいときは、

新しいものと交換してください。（販売店にご相談ください）
・イヤチップを洗ったあとは、よく乾かしてから本補聴器に取り付けてください。

イヤチップ

ブラシ

・イヤチップは付属のブラシで掃除してください。付属のブラシ以外を使用すると、故障
の原因となります。

・イヤチップを下向きにして掃除をしてください。上向きにすると、異物が入って故障の
原因となります。

（☞ 30 ページ）
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つづきお手入れをする
■ 耳あかガードを交換する

・音が聞こえなくなったり小さく感じるときは、耳あかガードに耳あかなどがつまって
いる場合があります。（耳あかガードの交換は、販売店にご相談ください）

■ 本補聴器をしばらく使用しない場合

・前ページのようなお手入れをして、水分や汚れを取り去った後、キャリングケ
　　ースか充電ケース（USB-DCケーブルを抜いて）に収納して、常温の室内で保管　

してください。

1 準備

+

　 を差し込む+

古い
耳あかガード

古い耳あかガード
を引き抜く

新しい
耳あか
ガード

　 に
取り付け
- 

- 

新しい
耳あかガード

-

　 を
完全に差し込む

耳あかガードが
残る

-

2 古い耳あかガード を取り外す 3 新しい耳あかガードの取り付け

耳あか
ガード交換
ツール
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無線機能についてのお願い

変調方式が FH-SS 方式

電波与干渉距離
10  ｍ以下

2.4 ＧＨｚ帯を
使用

2.400 ＧＨｚ～2.4835 ＧＨｚの全領域を使用

2.4ＦＨ１

■ 使用周波数帯

本補聴器・リモコンは2.4 GHz帯の周波数帯を使用しますが、他の無線機器も同じ周波数を使
っていることがあります。他の無線機器との電波干渉を予防するため、下記事項に注意し
てご使用ください。

■ 周波数表示と技適マークについて

本補聴器・リモコンには周波数表示を行うための面積が確保できないため、取扱説明書に
て記載します。

また、本補聴器の技適マーク表示についても、取扱説明書にて記載します。

補聴器本体（左耳用） 補聴器本体（右耳用）

R 001－A13600 R 001－A13599
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無線機能についてのお願い つづき
■ 機器使用上の注意事項

この機器の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業･科学･医療用機器のほか工場の製造
ラインなどで使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）および特定
小電力無線局（免許を要しない無線局）ならびにアマチュア無線局（免許を要する無線局）
が運用されています。

1. この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線局
　 ならびにアマチュア無線局が運用されていないことを確認してください｡

2. 万一､この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生
　 した場合には、速やかに使用場所を移動するか、または電波の発射を停止した上､　
　 下記連絡先にご連絡いただき､混信回避のための処置など（例えば､パーティションの　
　 設置など）についてご相談ください｡

3. その他､この機器から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア無線局に
　 対して有害な電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのことが起きたときは、
　 下記の連絡先へお問い合せください｡

4. 本補聴器・リモコンの無線機能は、日本の電波法にのみ適応しているため、使用は日本
　 国内に限ります。また、本補聴器およびリモコンを改造し使用することは電波法違反と
　 なりますのでご注意ください。

連絡先: パナソニック 補聴器相談センター
）ルヤイダーリフ（ 582540-0210             
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■ 他機器からの影響

・本補聴器・リモコンとの距離が近いと電波干渉により､リモコンからの調節操作ができ
ない場合があります｡機器により以下の距離を保って使用することをおすすめします｡

　（例：電子レンジ、ワイヤレスLAN・・・約5 ｍ以上）

・放送局などが近くにあり周囲の電波が強すぎると、正常に動作しないことがあります｡

・ワイヤレスLANを、約5 mの距離を保って使用していても､リモコンからの調節操作が
できない場合は、ワイヤレスLANの電源を切ってください。
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故障と思われましたら
症状 原因 対策 参照

音が小さく
なったり、
聞こえない

（音が出ない）

電池残量がなくなっている 充電してください。 35

ミュート（消音）になっている
ミュートを
解除してください。

50

音量が下がりすぎている 音量を上げてください。 49

初期音量が下がりすぎている
初期音量を適切な音量に設定して
ください。

57

電話の受話器を近づけすぎている
受話器を本補聴器から少し離して
使用してください。

46

イヤチップがつまっている イヤチップを掃除してください。 59

耳あかガードがつまっている
販売店で耳あかガードを交換して
ください。

60

本補聴器にショックを与えた 本補聴器を一度、充電してください。 35
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※症状が改善されない場合は、故障の可能性がありますので販売店にご相談ください。

症状 原因 対策 参照

ピーピー音が
する

イヤチップが合っていない

イヤチップを正しく耳あなに入れ
てください。それでも改善しない
ときは、販売店にご相談のうえ、
ご自分の耳に合ったイヤチップに
交換してください。

30
43

音量を上げすぎている 音量を下げてください。 49

リモコンが
使えない

リモコンと本補聴器が
離れすぎている

リモコンは身体の正面で手に
持って操作してください。

47

本補聴器がホールドになっている 本補聴器を調節可能にしてください。

電池を交換してください。

47

強い電磁波を出す機器が
近くにある

電子レンジやワイヤレスLANなど
電磁波を出す機器から離れてくだ
さい。

63

本補聴器とリモコンの認識番
号が合っていない

販売店にご相談ください。 25

スマートフォンの専用アプリ
を使用している

スマートフォンの専用アプリ
を終了させてください。

－

リモコンの電池が消耗している 34
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故障と思われましたら つづき
症状 原因 対策 参照

充電開始時に
LEDランプが
橙色の点滅に
なる

周囲の温度が
極端に高いまたは低い

周囲の温度が充電温度範囲外のとき
は充電できない場合があります。

（充電温度範囲：７ ℃～35 ℃）
39

本補聴器が正しくセットされていない
充電ケースから一度、本補聴器を取り出
して、再度、正しくセットしてください。

36
37

本補聴器の充電端子が汚れている

本補聴器を充電ケースにセットする
前には必ず、付属のクリーニングク
ロスなどで本補聴器（特に充電端子周
り）をよく拭いてください。

36

短時間の充電の繰り返しにより
電気がたまりすぎている

この状態は故障ではありません。
1 時間程度ご使用いただいた後で、
充電してください。通常の充電完了

（LEDランプが緑色の点灯）になります。

40

充電しても
使用できる
時間が短い

充電池は微小に劣化していき、
使用可能時間も少しずつ短く
なっていきます

満充電しても、1 日の使用時間内に電池が
切れてしまうなど、充電池の交換が必要に
なった場合は販売店にご相談ください。

39
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※症状が改善されない場合は、故障の可能性がありますので販売店にご相談ください。

症状 原因 対策 参照

充電開始時に
LEDランプが
点灯しない

本補聴器や充電ケースが
正しくセットされていない

充電ケースとUSB-DCケーブル
とACアダプタ－とコンセントの接
続を確認し充電ケースから一度、
本補聴器を取り出して、再度、正し
くセットしてください。

35
36
37

充電開始時 に
LEDランプが
緑色と橙色の
交互点灯になる

故障の可能性があります 販売店にご相談ください。 －

6 時間以上
たってもLED
ランプが緑色
点灯にならない

周囲の温度が
極端に高いまたは低い

周囲の温度が充電温度範囲外のとき
は充電できない場合があります。

（充電温度範囲：７ ℃～35 ℃）
39

本補聴器が正しくセットされていない
充電ケースから一度、本補聴器を取り出
して、再度、正しくセットしてください。

36
37

本補聴器の充電端子が汚れている

本補聴器を充電ケースにセットする
前には必ず、付属のクリーニングク
ロスなどで本補聴器（特に充電端子周
り）をよく拭いてください。

36
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仕様および性能（本補聴器）

電池の電流 0.7 mA

帯域幅 f1, f2 <200 Hz － 6 500 Hz

90 dB入力最大出力
音圧レベル

最大OSPL90 ：111 dB SPL
HFA-OSPL90：108 dB SPL

最大音響利得
最大値（ピーク値）：47 dB
HFA-FOG ：42 dB

規準利得 31 dB

等価入力雑音レベル 25 dB

全高調波ひずみ 500 Hz･･･5 %　800 Hz･･･5 %　1 600 Hz･･･5 %

日本工業規格JIS C 2（。すまりあてし示表、定測ていづ基に5102:2155 cm3カプラーを使用）
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■ 90 dB入力最大出力音圧レベル
　 周波数レスポンスと最大音響利得
　 周波数レスポンス

■ 規準周波数レスポンス
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寸法 25 mm（長さ）Ｘ23 mm（幅）Ｘ24 mm（厚さ）

質量 約3

無線性能

通信方式 2.4 GHz帯FH-SS（単信方式）

リモコンとの通信距離 約1 m（※）

※使用環境により変わります

その他の事項 61～63 ページ参照

使用電池 コイン型リチウム二次電池：DC3.7 V

電池持続時間 連続補聴動作：約24 時間（※）    連続テレビ補聴：約8 時間（※）

電撃保護 内部電源機器　B形装着部

充電時間 約3 時間

仕様および性能（本補聴器） つづき
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仕様および性能（充電ケース）

本補聴器充電時間 約3 時間

寸法 112 mm（幅）Ｘ93 mm（奥行き）Ｘ31 mm（厚さ）

質量 約110
※USB-DCケーブル・ACアダプター含まず

ACアダプター
（待機消費電力0.3 W以下）
品番：WH-PK1203J

電源 AC100 V - 240 V, 50 Hz/ 60 Hz

入力容量 10 VA（100 V）　13 VA（240 V）

DC出力 5.0 V　800 mA
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仕様および性能（リモコン）

使用電池 DC1.5 V単4形アルカリ乾電池1 本
※パナソニック製アルカリ乾電池をおすすめします

通信距離 約１ ｍ
※使用環境により変わります

電池持続時間 約90 日
※使用環境により変わります

寸法 95 mm（長さ）Ｘ22 mm（径：突起部含まず）

質量 約35

通信方式 2.4 GHz帯FH-SS（単信方式）

無線性能に関するその他の事項 61～63 ページ参照

（電池を含む）
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MEMO
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保証とアフターサービス
●  保証期間中は、保証書の規定に従ってお買い

上げの販売店が修理させていただきますの
で、おそれ入りますが、製品に保証書を添え
てご持参ください。
保証期間：本補聴器はお買い上げ日から2 年

間、リモコン・充電ケース・USB-
DCケーブル・ACアダプターは
1 年間　　　　　　
その他の付属品は消耗品ですので、　　　　　　
保証期間内でも「有料」とさせて　　　　　　
いただきます。

●  保証期間終了後は、診断をして修理できる場合は、
ご要望により修理させていただきます。
※修理料金は、次の内容で構成されています。
技術料 診断・修理・調整・点検などの費用

部品代 部品および補助材料代

出張料 技術者を派遣する費用

※補修用性能部品の保有期間　7 年
当社は、本補聴器の補修用性能部品

（製品の機能を維持するための部品）を、
　　製造打ち切り後7 年保有しています。

使いかた・お手入れ・修理などは
■まず、お買い求め先へ ご相談ください

▼お買い上げの際に記入されると便利です。

販売店名

電話　（　　　　）　　　　－

お買い上げ日　　　年　　月　　日

修理を依頼されるときは

ーペ 76～46 　（」らたしまれわ思と障故「
ジ）に従ってご確認のあと、直らないときは、
まず電源を切ってから、お買い上げ日と下
の内容をご連絡ください。

●販売名 G4シリーズ

●品番 WH-

●故障の状況 できるだけ具体的に
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■お問い合わせは、下記へ
ご使用の回線（IP電話や光電話など）によっ
ては、回線の混雑時に数分で切れる場合があ
ります。

パナソニック 補聴器相談センター

0120-045285

受付9時～17時30分
（日、祝、年末年始、お盆を除く）

※携帯電話・PHSからもご利用になれます。

※上記の内容は予告なく変更する場合があり
ます。ご了承ください。

【 ご相談窓口におけるお客様の個人
情報の お取り扱いについて】

パナソニック株式会社およびグルー
プ関係会社は、お客様の個人情報をご
相談対応や修理対応などに利用させ
ていただき、ご相談内容は録音させて
いただきます。また、折り返し電話を
させていただくときのために発信番
号を通知いただいております。
なお、個人情報を適切に管理し、修理
業務等を委託する場合や正当な理由
がある場合を除き、第三者に開示・提
供いたしません。個人情報に関するお
問い合わせは、ご相談いただきました
窓口にご連絡ください。

電 話
フリー
ダイヤル

●  故障原因の確認や修理後の調整に一式が必要
となる場合がありますので、修理を依頼される
際には、故障内容にかかわらず、本補聴器（左耳
用・右耳用）・リモコン・充電ケースの一式を
ご持参ください。



■お問い合わせは、下記へ

パナソニック 補聴器相談センター

0120-045285

※ 携帯電話・PHSからも
ご利用になれます。

※上記の内容は予告なく変更する場合があります。ご了承ください。

Printed in Malaysia 
PNQX8739YA/M1

P0918-1088

ご使用の回線（IP電話や光電話
など）によっては、回線の混雑時
に数分で切れる場合があります。

補聴器の廃棄について

お使いの補聴器は小型
家電リサイクル法の対象
品目です。
廃棄の際はお住まいの　
市区町村の条例に従っ
てください。または、下記
のパナソニック補聴器相
談センターまでお問合せ
ください。

愛情点検 長年ご使用の補聴器の点検を！

こんな症状はありませんか
・充電ケースのACアダプターやUSB-DCケーブルが異常に熱い
・煙が出たり、異常なにおいや音がする
・内部に水や異物が入った
・その他の異常な故障がある

ご使用中止
故障や事故防止のため、電源を切ったあと、コンセントからAC
アダプターを抜いて、必ず販売店に点検をご相談ください。

受付9時～17時30分
（日、祝、年末年始、お盆を除く）

2018

電 話
フリー
ダイヤル


